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□ 日 

□ 場 

□ 内 

□ 持 

□ 定 

□ 申 

□ 問 

□ 費 

□ 対 

　この運動は、火災予防思想を一層広めることで火災の発生を防止し、高齢者等
を中心とする死者の発生を減らし、財産の損失を防ぐことを目的としています。 
【重点目標】 
１　住宅防火対策の推進 
条例により義務化された住宅用火災警報器を設置しましょう。 
＊悪徳な訪問販売員による被害が各地で多発しています。充分注意しましょう。 

２　放火火災防止対策の推進 
ゴミは収集日に出すことを徹底し、家の周りに新聞、雑誌など燃えやすいも
のは置かないようにしましょう。 

３　特定防火対象物等における防火安全対策の徹底 
防災訓練に進んで参加し、地域ぐるみの協力体制を築きましょう。 

【住宅防火　いのちを守る　3つの習慣・4つの対策】 

３つの習慣 

☆寝タバコは、絶対やめる。 
☆ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。 
☆ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。 
４つの対策 

☆逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。 
☆寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。 
☆火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。 
☆お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。 

□問消防本部予防課�９９６－０１３４ 

第
３４
回
八
潮
市
農
業
祭 

□日
１２
月
６
日
�
　
午
後
３
時
〜
９
時
・
７

日
�
　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時 

□場
や
し
お
生
涯
楽
習
館 

□内
▼
６
日
＝
展
示
品
一
般
公
開
▼
７
日
＝

地
場
農
産
物
展
示
品
予
約
販
売
、
農
業
団

体
等
に
よ
る
農
産
物
・
漬
物
加
工
品
の
販

売
、
く
ら
し
の
会
農
産
物
加
工
品
販
売
、

や
し
お
特
産
品
、
つ
き
た
て
餅
、
手
作
り

だ
ん
ご
等
の
販
売
、
災
害
非
常
食
の
試
食

と
豚
汁
の
無
料
配
布
、
盆
栽
展
示
会 

□問
農
政
課
�
○内
２
９
９ 

 

平
成
２１
年
成
人
式 

□日
平
成
２１
年
１
月
１２
日
�
　
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時
４５
分
（
午
後
１
時
受
付
開
始
） 

□場
八
潮
メ
セ
ナ 

□対
昭
和
６３
年
４
月
２
日
〜
平
成
元
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方 

□内
式
典
、
抽
選
会
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

※
１２
月
中
旬
ご
ろ
、
市
内
在
住
の
対
象
者

に
案
内
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。
現
在
、
市

外
に
転
出
さ
れ
て
い
る
方
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

□問
社
会
教
育
課
�
○内
３
５
７ 

 

資
料
館
体
験
講
座 

①
の
し
袋
づ
く
り 

□日
１１
月
３０
日
�
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分 

□内
の
し
袋
を
作
り
、
水
引
を
か
け
る 

□持
は
さ
み 

□費
１
０
０
０
円 

②
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り 

□日
１２
月
６
日
�
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時 

□内
こ
ん
に
ゃ
く
粉
を
使
い
、
こ
ん
に
ゃ
く

を
手
作
り
す
る 

□持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾 

□費
３００
円 

―
①
②
共
通
― 

□場
資
料
館
学
習
室 

□対
中
学
生
以
上
の
方 

□定
各
２０
人
（
申
込
順
） 

□申
①
は
１１
月
２２
日
ま
で
に
、
②
は
１１
月
２９

日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で
予
約
の

う
え
、
参
加
費
を
資
料
館
（
�
９９７
・
６
６

６
６
）
へ 

 

映
像
で
め
ぐ
る
市
内
の
石
仏
散
策 

□日
１１
月
２３
日
�
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分 

□場
資
料
館
視
聴
覚
講
座
室 

□内
川
沿
い
と
路
傍
の
石
造
物
の
映
像
視
聴

と
解
説 

□定
３０
人 

□費
無
料 

□申
１１
月
２０
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
資
料
館
（
�
９９７
・
６
６
６
６
）
へ 

 

平
成
２０
年
度
「
青
少
年
の
主
張
大
会
」 

　
市
内
の
小
・
中
・
高
校
に
在
学
す
る
児

童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
が
、
豊
か
な
感
性
で

と
ら
え
た
、「
日
ご
ろ
感
じ
た
こ
と
や
考

え
て
い
る
こ
と
」
を
力
強
く
発
表
し
ま
す
。 

な
お
、
当
日
は
、
八
幡
中
学
校
吹
奏
楽
部

に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。 

□日
１１
月
１５
日
�
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

３０
分
（
午
後
１
時
開
場
） 

□場
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル 

□費
無
料 

□問
青
少
年
育
成
八
潮
市
民
会
議
事
務
局（
社

会
福
祉
課
内
）
�
○内
３
１
６
、
８
２
２ 

 

公
民
館
幼
児
家
庭
教
育
学
級 

「
わ
い
わ
い
！
わ
く
わ
く
！
人
形
劇
場
」 

　
人
形
が
客
席
に
や
っ
て
き
ま
す
。
見
て
、

さ
わ
っ
て
、
触
れ
合
っ
て
、
親
子
そ
ろ
っ

て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。 

□日
①
１１
月
３０
日
�
、
②
１２
月
２１
日
�
　
午

前
１０
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分 

□場
①
八
幡
公
民
館
第
１
・
第
２
会
議
室
、

②
八
條
公
民
館
会
議
室
１ 

□対
乳
幼
児
・
小
学
生（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
） 

□内
①
絵
巻
『
チ
ュ
ー
太
郎
の
お
友
達
探
し
』

人
形
劇
『
ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
楽
隊
』、
②

絵
巻
『
せ
ん
た
く
か
あ
ち
ゃ
ん
』
人
形
劇

『
お
お
か
み
と
７
匹
の
こ
や
ぎ
』
※
出
演

＝
人
形
劇
団
ピ
ッ
コ
ロ 

□持
座
布
団 

□定
各
１００
人
（
申
込
順
） 

□費
無
料 

□申
１１
月
１０
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
幡
公
民
館
（
�
９９５
・
６
２
１
６
）
へ 

 

第
４４
回
市
内
一
周
駅
伝
大
会 

          

□日
２１
年
１
月
２５
日
�
（
小
雨
・
小
雪
決
行
）

※
予
備
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

□内
一
般
・
高
校
の
部
、
中
学
男
子
、
女
子

の
部
、
各
６
区
間
（
参
加
費
必
要
） 

□申
１２
月
１０
日
〜
平
成
２１
年
１
月
９
日
（
受

付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
） 

★
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
エ

イ
ト
ア
リ
ー
ナ
の
臨
時
休
館 

　
平
成
２１
年
１
月
２５
日
�
は
「
第
４４
回
八

潮
市
内
一
周
駅
伝
大
会
」
開
催
の
た
め
、

休
館
と
な
り
ま
す
。 

□問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
�
９９６
・
５
１

２
６
、
八
潮
市
体
育
協
会
�
９９７
・
９
０
９

５ 
 

越
谷
保
健
所
公
開
講
座 

□日
１２
月
１８
日
�
　
午
後
２
時
〜
４
時 

□場
越
谷
市
中
央
市
民
会
館
５
階
会
議
室
（
越

谷
駅
東
口
下
車
徒
歩
１０
分
） 

□内
ひ
き
こ
も
る
若
者
と
家
族
へ
の
支
援
※

講
師
＝
須
田
誠
さ
ん
（
武
蔵
野
大
学
講
師
） 

□定
７０
人
（
先
着
順
） 

□費
無
料 

□問
越
谷
保
健
所
�
９６４
・
１
２
６
６ 

（
特
定
）
健
康
診
査
の
受
診
は

お
済
で
す
か
？ 

　
受
付
期
間
は
平
成
２０
年
１２
月
２５
日
ま
で

で
す
。
４０
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
お
よ

び
長
寿
医
療
制
度
の
被
保
険
者
の
方
に
は

既
に
受
診
券
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
ご
自

身
の
健
康
の
た
め
、
ぜ
ひ
、
健
康
診
査
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

　
な
お
、
受
診
券
が
お
手
元
に
な
い
方
は
、

国
保
年
金
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

□問
国
保
年
金
課
�
○内
４
４
２
、
８
２
５ 

 

子
育
て
支
援
ひ
ろ
ば
の
愛
称
決
定
！ 

「
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば
」 

　
先
日
、
子
育
て
支
援
ひ
ろ
ば
（
保
健
セ

ン
タ
ー
内
）
の
愛
称
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
、

利
用
者
で
あ
る
酒
井
麻
衣
子
さ
ん
（
中
馬

場
在
住
）
の
作
品
に
決
定
し
ま
し
た
。 

　
今
後
も
、
多
く
の
子
育
て
親
子
の
利
用

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

★
１２
月
変
更
日
　
１２
月
１０
日
�
↓
９
日
� 

★
１２
月
の
主
な
予
定 

▼
１２
月
４
日
�
　
午
前
１１
時
〜
正
午
＝
事

故
防
止
健
康
教
育
▼
１２
月
２５
日
�
　
午
前

１０
時
〜
正
午
＝
身
体
測
定 

□問
子
育
て
支
援
課
�
○内
４
８
０ 

 

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動 

１２
月
１
日
�
〜
１４
日
� 

　
年
末
が
近
づ
く
と
人
や
車
の
動
き
が
慌

た
だ
し
く
な
り
、
飲
酒
の
機
会
も
多
く
な

る
こ
と
か
ら
交
通
事
故
の
多
発
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
交
通
事
故
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

重
点
目
標
　
▼
飲
酒
運
転
な
ど
無
謀
運
転

の
追
放
▼
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
▼
早

め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
安
全
車
間
距
離
の
保

持 □問
交
通
防
災
課
�
○内
３
０
８ 

 

勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
制
度 

□対
▼
自
ら
市
内
に
居
住
す
る
た
め
の
住
宅

を
購
入
、
新
築
、
増
改
築
す
る
方
▼
雇
用

契
約
に
よ
る
労
働
者
で
、
賃
金
・
給
料
等

に
よ
っ
て
生
活
し
て
い
る
方
▼
市
内
に
１

年
以
上
居
住
し
て
い
る
方
▼
市
内
の
同
一

事
業
所
に
２
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
方
▼

年
齢
が
満
２０
歳
以
上
、
満
５５
歳
未
満
の
方 

融
資
金
額
　
▼
有
担
保
融
資
＝
１
０
０
０

万
円
以
内
▼
無
担
保
融
資
＝
５００
万
円
以
内 

融
資
利
率
　
変
動
金
利
▼
有
担
保
融
資
＝

年
２
・
５
１
５
パ
ー
セ
ン
ト
▼
無
担
保
融

資
＝
年
３
・
３
６
５
パ
ー
セ
ン
ト
※
融
資

利
率
の
上
限
は
年
５
パ
ー
セ
ン
ト 

融
資
期
間
　
▼
有
担
保
融
資
＝
３０
年
以
内

（
５００
万
円
以
下
は
２０
年
以
内
）
▼
無
担
保

融
資
＝
１５
年
以
内 

償
還
方
法
　
毎
月
元
利
均
等
償
還
、
ま
た

は
ボ
ー
ナ
ス
併
用
償
還 

保
証
人
　
保
証
能
力
を
有
す
る
連
帯
保
証

人
が
１
人
以
上
必
要
（
埼
玉
県
労
働
者
信

用
基
金
協
会
の
保
証
で
も
可
） 

担
保
　
原
則
と
し
て
抵
当
権
第
１
位
（
住

宅
金
融
公
庫
等
公
的
金
融
機
関
併
用
の
場

合
は
後
順
位
も
あ
り
） 

□問
商
工
振
興
課
�
○内
３
３
６ 

 

住
生
活
総
合
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

　
国
土
交
通
省
で
は
、
都
道
府
県
、
市
町

村
と
協
力
し
て
、
１２
月
１
日
、
全
国
で
約

１０
万
世
帯
を
対
象
に
「
平
成
２０
年
住
生
活

総
合
調
査
」
を
行
い
ま
す
。 

　
１１
月
２４
日
か
ら
１２
月
７
日
ま
で
の
間
、

統
計
調
査
員
証
を
持
っ
た
調
査
員
が
対
象

と
な
っ
た
世
帯
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

□問
建
築
課
�
○内
４
６
８
、
４
６
９ 

 

平
成
２１
年
版
・
県
民
手
帳
頒
布 

□日
１２
月
２５
日
�
ま
で
　
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
） 

□場
総
務
人
事
課 

□内
色
＝
黒
・
グ
レ
イ
ッ
シ
ュ
ブ
ル
ー
、
規

格
＝
１４
×
８．５
（
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
） 

□費
５００
円 

□問
総
務
人
事
課
�
○内
２
３
３ 

 

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
児
童
虐
待 

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の
５
カ
条 

①
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
連

絡 ②
「
し
つ
け
の
つ
も
り･･･

」
は
言
い
訳 

③
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い 

④
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場 

⑤
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起
こ
り
う

る □問
子
育
て
支
援
課
�
○内
４
２
７
、
家
庭
児

童
相
談
室
�
○内
４
７
２
、
健
康
増
進
課
�

９９５
・
３
３
８
１
〜
３
、
越
谷
児
童
相
談
所

�
９７５
・
４
１
５
２
、
越
谷
保
健
所
�
９６４
・

１
２
６
６ 

 

こ
ど
も
ス
マ
イ
ル
ネ
ッ
ト 

　
１８
歳
未
満
の
子
ど
も
に
か
か
わ
る
す
べ

て
の
悩
み
に
つ
い
て
、
県
民
の
電
話
相
談

を
受
け
る
窓
口
で
す
。
い
じ
め
、
体
罰
、

子
育
て
の
悩
み
、
し
つ
け
な
ど
あ
ら
ゆ
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。 

□日
毎
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）
　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
３０
分 

相
談
専
用
電
話
　
�
０４８
・
８２２
・
７
０
０
７ 

□問
埼
玉
県
子
ど
も
の
権
利
擁
護
委
員
会
�

０４８
・
８３４
・
８
７
５
５ 

 

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動 

１１
月
１２
日
�
〜
２５
日
� 

　
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、
売

買
春
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
女
性
に
対
す
る
暴
力

は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も

の
で
す
。 

　
こ
の
機
会
に
、
男
女
の
あ
り
方
を
見
直

し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

●
パ
ネ
ル
展
示 

□日
１１
月
１２
日
�
〜
２５
日
� 

□場
八
潮
メ
セ
ナ
・
ア
ネ
ッ
ク
ス
（
八
潮
駅

前
）
ロ
ビ
ー 

□内
女
性
に
対
す
る
暴
力
防
止
に
関
す
る
展

示 ●
ビ
デ
オ
上
映
会 

□日
１１
月
１３
日
�
　
①
午
後
１
時
３０
分
〜
２

時
②
午
後
２
時
３０
分
〜
３
時
③
午
後
３
時

３０
分
〜
４
時 

□場
八
潮
メ
セ
ナ
・
ア
ネ
ッ
ク
ス
（
八
潮
駅

前
）
多
目
的
ホ
ー
ル 

□内
①
新
し
い
風
②
あ
な
た
と
恋
人
の
よ
い

関
係
を
築
く
た
め
に
③
私
を
守
る:

Ｄ
Ｖ

被
害
と
女
性
た
ち
の
証
言 

□費
無
料 

１１
月
２５
日
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤

廃
国
際
日
」
で
す
。 

       □問
男
女
共
同
参
画
課
�
○内
８
１
１ 

 

男
女
共
同
参
画
苦
情
処
理
委
員 

　
男
女
共
同
参
画
苦
情
処
理
委
員
は
、
男

女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
市
の
施
策

や
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
影
響
を
お

よ
ぼ
す
と
認
め
ら
れ
る
市
の
施
策
に
つ
い

て
、
市
民
ま
た
は
事
業
者
か
ら
の
苦
情
を

受
け
付
け
ま
す
。 

　
海
老
原
夕
美
さ
ん
（
弁
護
士
） 

　
近
藤
　
　
弘
さ
ん
（
立
教
大
学
教
授
） 

（
委
嘱
期
間
　
平
成
２０
年
１０
月
１
日
〜
平

成
２２
年
９
月
３０
日
） 

□問
男
女
共
同
参
画
課
�
○内
８
１
１ 

 

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
強
化
週
間（
１１
月
１７
日
〜
２３
日
） 

　
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。 

□日
１１
月
１７
日
�
〜
２３
日
�
　
午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
７
時
（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日

は
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
） 

□内
秘
密
厳
守
で
す
。
※
相
談
員
＝
法
務
局

職
員
、
埼
玉
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
男

女
共
同
参
画
社
会
推
進
委
員
な
ど
の
女
性

の
人
権
擁
護
委
員 

相
談
専
用
電
話
　
�
０
５
７
０
・
０７０
・
８１０ 

□費
無
料 

□問
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
�

０４８
・
８６３
・
９
５
８
９ 

 

首
都
圏
外
郭
放
水
路
の
工
事 

　
皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
地
域
を
洪
水
の

被
害
か
ら
守
っ
て
い
る
首
都
圏
外
郭
放
水

路
は
、
１１
月
か
ら
平
成
２１
年
３
月
末
ま
で

大
規
模
な
補
強
工
事
を
集
中
的
に
行
い
ま

す
。 

　
こ
の
期
間
内
は
、
首
都
圏
外
郭
放
水
路

へ
の
洪
水
の
流
入
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
の
で
、
大
雨
の
際
は
十
分
な
警
戒
を

お
願
い
し
ま
す
。 

□問
江
戸
川
河
川
事
務
所
�
０４
・
７
１
２
５
・

７
３
１
５
、http://www.ktr.m

lit.go.
jp/edogawa/

、
市
道
路
治
水
課
�
○内
２

６
５ 

 

平
成
２１
年
４
月
１
日
「
長
期
使
用

製
品
安
全
点
検
制
度
」ス
タ
ー
ト
！ 

　
「
長
期
使
用
製
品
安
全
点
検
制
度
」
で

は
、
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
所
有
者
登
録
す
る

こ
と
で
、
適
切
な
時
期
に
点
検
で
き
る
の

で
、
製
品
の
部
品
劣
化
（
経
年
劣
化
）
か

ら
発
生
す
る
火
災
や
死
亡
事
故
を
防
止
で

き
ま
す
。
点
検
を
受
け
て
事
故
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。 

□対
屋
内
式
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
、
屋
内
式
ガ

ス
ふ
ろ
が
ま
、
石
油
給
湯
機
、
石
油
ふ
ろ

が
ま
、
Ｆ
Ｆ
式
石
油
温
風
暖
房
機
、
ビ
ル

ト
イ
ン
式
電
気
食
器
洗
機
、
浴
室
用
電
気

乾
燥
機 

□問
経
済
産
業
省
製
品
安
全
課
�
０３
・
３
５

０
１
・
４
７
０
７
、http://w

w
w.m

eti.
go.jp/product_safety/consum

er/ 
system

/01.htm
l

 「
特
別
慰
労
品
」
贈
呈
の
受
け
付

け
が
終
了
し
ま
す 

　
受
付
期
間
は
平
成
２１
年
３
月
３１
日
ま
で

で
す
の
で
、
未
請
求
の
方
は
、
早
急
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。 

□対
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
、
引

揚
者
の
「
ご
本
人
」
※
ご
遺
族
の
方
は
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。「
引
揚
者
」
は
、

終
戦
の
日
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
外
地

で
生
活
し
て
い
て
戦
後
引
き
揚
げ
て
き
た

家
族
全
員
が
対
象
で
す
。 

請
求
書
等
　
社
会
福
祉
課
の
窓
口
で
配
布 

□問
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金
�
０
１
２
０
・
２３４
・
９３３
（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
※
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
１５
分

〜
午
後
５
時
１５
分
） 

 

松
戸
三
郷
有
料
道
路
無
料
開
放

に
伴
う
回
数
券
の
払
い
戻
し 

　
松
戸
三
郷
有
料
道
路
は
、
平
成
２０
年
１０

月
２６
日
か
ら
無
料
で
通
行
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
道
路
の
回
数
券
は
、

次
の
と
お
り
払
い
戻
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

□日
１１
月
２５
日
�
ま
で
　
午
前
８
時
３０
分
〜

午
後
５
時 

□場
松
戸
三
郷
有
料
道
路
管
理
事
務
所 

□問
松
戸
三
郷
有
料
道
路
管
理
事
務
所
�
９５６

・
４
０
５
９
、
三
郷
市
鷹
野
４
―
１
８
６
、

千
葉
県
道
路
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

www.chiba-dourokousha.or.jp
 

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
へ
の
粒
子
状
物
質

減
少
装
置
装
着
に
対
す
る
補
助 

　
県
で
は
、
大
気
環
境
を
改
善
す
る
た
め
、

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
運
行
規
制
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
規
制
に
対
応
し
て
粒
子
状
物

質
減
少
装
置
を
装
着
す
る
場
合
、
次
の
条

件
を
す
べ
て
満
た
す
車
両
に
対
し
、
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。 

□内
▼
平
成
２０
年
４
月
１
日
現
在
の
県
内
登

録
車
▼
車
両
総
重
量
が
３．５
ト
ン
超
の
デ
ィ

ー
ゼ
ル
車
（
貨
物
・
乗
合
・
特
種
自
動
車
）

▼
長
期
規
制
適
合
車
（
型
式
が
Ｋ
Ｋ
―
、

Ｋ
Ｌ
―
等
）
▼
初
度
登
録
が
平
成
１４
年
４

月
以
降
の
車
※
初
度
登
録
が
平
成
１４
年
４

月
〜
１５
年
３
月
ま
で
の
車
両
に
対
す
る
補

助
は
、
本
年
度
で
終
了
し
ま
す
。 

□費
装
置
装
着
費
用
の
４
分
の
１
以
内
（
上

限
額
＝
車
両
一
台
１０
万
円
、
一
申
請
者
２００

万
円
）※
予
算
額
に
達
し
次
第
終
了 

□申
１
月
３０
日
ま
で
に
、
県
青
空
再
生
課
（
�

０４８
・
８３０
・
３
０
６
３
）
へ 

 

税
を
考
え
る
週
間 

１１
月
１１
日
�
〜
１７
日
� 

　
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
税
に
つ
い
て
考
え

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

①
納
税
表
彰
式 

□日
１１
月
１１
日
�
　
午
後
３
時
４５
分
〜 

□場
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

②
「
税
に
関
す
る
標
語
・
作
文
」
表
彰
式 

□日
１１
月
１２
日
�
　
午
後
３
時
〜 

□場
八
潮
メ
セ
ナ 

―
①
②
共
通
― 

□問
越
谷
税
務
署
�
９６５
・
８
１
１
２ 

 

求
人
企
業
合
同
面
接
会 

□日
１２
月
１９
日
	
　
午
後
１
時
〜
４
時
３０
分 

□場
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
４
階
市
民

ホ
ー
ル
（
大
宮
駅
西
口
下
車
徒
歩
５
分
） 

□対
平
成
２１
年
３
月
に
大
学
・
短
大
・
専
門

学
校
等
を
卒
業
見
込
み
か
、
卒
業
後
３
年

以
内
の
方 

□内
県
内
企
業
約
４０
社
が
参
加
す
る
入
退
場

自
由
の
面
接
会
。
参
加
企
業
の
求
人
情
報

冊
子
を
配
布
。 

□持
履
歴
書
（
複
数
） 

□費
無
料 

□問
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会
�
０４８
・
６４７
・

４
１
８
５ 

 

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書 

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
国
民
年
金
保

険
料
を
申
告
す
る
場
合
は
、「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

の
添
付
等
が
必
要
で
す
。 

　
１
月
１
日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で
の
間
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
は
１１

月
上
旬
、
１０
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
ま
で

の
間
に
は
じ
め
て
納
付
さ
れ
た
方
は
２
月

上
旬
に
、
社
会
保
険
庁
か
ら
順
次
発
送
さ

れ
ま
す
の
で
、
申
告
の
際
ま
で
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。 

□問
社
会
保
険
庁
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
�
０
５
７
０
・
０７０
・
１１７
（
Ｉ
Ｐ
電
話
�

０３
・
６
７
４
８
・
８
８
８
２
、
平
成
２１
年

３
月
１３
日
ま
で
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
※

受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
） 

 

国
民
年
金
保
険
料
納
付
の
ご
案

内
を
委
託
事
業
者
が
行
い
ま
す 

　
社
会
保
険
庁
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料

の
未
納
と
な
っ
て
い
る
方
に
対
す
る
「
電

話
や
文
書
に
よ
る
納
付
督
励
」
や
「
戸
別

訪
問
に
よ
る
納
付
督
励
お
よ
び
保
険
料
の

収
納
業
務
」
に
つ
い
て
、
民
間
委
託
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
埼
玉
県
全
域
で
は
、
次

の
委
託
事
業
者
が
行
っ
て
い
ま
す
。 

㈱
も
し
も
し
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
）
�
０
１
２
０
・
９
１
７
７
０
７ 

　
委
託
事
業
者
が
国
民
年
金
保
険
料
を
お

預
か
り
し
て
収
納
す
る
場
合
に
は
、
必
ず

お
客
様
が
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
書
を

お
持
ち
の
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
委
託
事
業
者
に
対
す
る
個
人
情

報
は
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
督
励
を

行
う
際
に
必
要
な
情
報
に
限
定
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
取
扱
い
に
対
し
て
は
、
厳
格

な
安
全
管
理
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。 

□問
越
谷
社
会
保
険
事
務
所
�
９９０
・
３
９
０

５ 
 

『
標
準
営
業
約
款
制
度
〈
Ｓ
マ

ー
ク
〉
』
を
ご
存
じ
で
す
か
！ 

        

　
標
準
営
業
約
款
制
度
は
、
法
律
で
定
め

ら
れ
た
消
費
者
（
利
用
者
）
擁
護
に
資
す

る
た
め
の
制
度
で
す
。 

　
厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
約
款
に
従
っ
て

営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し
た
「
理
容
店
」

「
美
容
店
」「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
」「
め
ん

類
飲
食
店
」「
一
般
飲
食
店
」
で
は
、
店

頭
に
Ｓ
マ
ー
ク
を
掲
げ
て
い
ま
す
。 

　
登
録
店
は
、
安
全
・
清
潔
・
安
心
を
約

束
す
る
信
頼
で
き
る
お
店
で
す
。 

□問


埼
玉
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ

ー
�
０４８
・
８６３
・
１
８
７
３ 

公金横領事件および市職員の懲戒処分について 
　このたび、公金取り扱いにおいて、おわびを申し上げなければな
らない事態が判明いたしました。 
　市税の徴収という最も信用されなければならない業務の中で、元
納税課職員が着服するという、決してあってはならない公金横領の
不正が発覚いたしました。 
　市民・納税者の皆さまに多大なるご迷惑をおかけしましたことを
心より深くおわび申し上げます。 
　本日、当該職員につきましては、懲戒処分では最も厳しい懲戒免
職処分といたしました。 
　今後につきましては、私をはじめ関係職員の処分をするとともに、
早急に再発防止等を講じ、市政への信頼の回復に努めてまいります
ので、ご理解を賜りたいと存じます。 
　誠に申し訳ございませんでした。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２０年１０月３１日 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八潮市長　多田　重美 
□問納税課�○内３４７ 

え
　
び  

は
ら 

ゆ
　
み 

こ
ん
ど
う 

ひ
ろ
し 

女性に対する暴力根絶の 
ためのシンボルマーク 

厚生労働大臣認可 


